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ソフト事業合併処理浄化槽維持管理事業

合併処理浄化槽維持管理事業

一般会計

225

4.衛生 － 1.保健 － 3.環境

　合併処理浄化槽等設置整備事業で集落の設置基数が計画数の２分の１を越えた集落で、維持管理組合を組織

し浄化槽の適正な共同管理を行う者に補助金を交付する。

浄化槽維持管理組合補助   9,172,000円（補助）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

適正な浄化槽の維持管理の実施　

浄化槽法による11条水質検査　38組合803件の受験
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２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性
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平成22年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 325

①施策で目指す目標との関連付け

　市民の衛生的で快適な暮らしを確保し、市域の良好な環境を保全する。

②事業を実施する必要性

　生活衛生の改善及び公衆衛生の向上を図るため、し尿と雑排水を合わせて処理する合併処理浄化槽を設置

し公衆衛生に努める。浄化槽は各使用者の責任において管理することとなっているが、高齢化が進む集落内

では、個人管理は限界もあり、集落内で共同管理をすることにより、適正な維持管理を行い、浄化槽の機能

を十分発揮し水質保全に努める。

8,569決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

8,603 9,110 9,172 9,860 9,950 10,040
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

8,569 8,603 9,110 9,172 9,860 9,950 10,040
0.60 0.50

3,345 3,872
12,455 13,044

平18決算 平19決算 平20決算 平21決算 平22予算 平23計画 平24計画

－

－

－

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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小型合併処理浄化槽は、適正管理をすることによりその機能が発揮され公共水域の保全が保たれるが、個別管

理では、水質管理など維持管理に限界がある。そのため、維持管理組合での共同管理をさらに推進し適正管理

を図る。また、維持管理組合の組織できていない集落については、維持管理組合の組織化を図っていく。

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

  個別管理では水質管理等維持管理に限界があり、維持管理組合での共同管理をさらに推進し適正管理を図

る。

②当該事業のアピール事項

　管理組合がまだ組織されていない２集落について、組織化を図り適正管理を図っていきたい。

③反省点、今後の展開・方向性等

　維持管理組合と連携する中で適正管理を行い機能維持に努めていく。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成21年度の所属長評価

活　　　動　　　内　　　容 活動日又は時期 活 動 結 果 等

(1)案内資料

集落で設置基数が、計画数の1/2以上を超えた集落に

対し、維持管理組合の設立依頼及び案内資料の送付。

6月、9月

(2)案内資料

浄化槽管理者義務として実施しなければならない、定

期検査（浄化槽法第11条水質検査）の実施啓発活動案

内資料の送付及びお知らせ南丹への掲載。

6月
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